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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，計算論的メカニズムデザイン理論やその他の理論を用いて，いくつかの e-ビジネ

ス支援機構を設計および実装し，その評価を行った．計算論的メカニズムデザイン理論に関し

ては，価値が相互に依存する場合のオークションメカニズムや，複雑な効用空間を前提とした

自動合意形成機構について成果があった．また，e-ビジネス支援システムとして，目的指向推

薦システム，オークションにおける参加者の信頼度評価システム，フランチャイズビジネス基

幹システムなど，いくつかのシステムを試作評価し，成果があった． 

 
研究成果の概要（英文）： 

In this research, we designed, implemented and evaluated several e-business support 

systems based on computational mechanism design theories and other theories. In terms of 

computaional mechanism design theories, we proposed and designed the interdependent 

valua auctions and complex automated negotiation mechanisms. Also, we designed and 

implemented aim-oriented recommendation systems, trust evaluation system for auctions, 

and franchise business task allocation systems. We confirmed that these systems can work 

effectively by conducting some experiments.  
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１．研究開始当初の背景 

ネットワークのブロードバンド化により、イ
ンターネット上の商取引が爆発的に普及し
ている．インターネット上の商取引を含めて、
計算機ネットワークを用いて効果的に行わ
れるビジネスを e-ビジネスと呼ぶ．インター
ネット上で e ビジネスの活動の大部分が行わ
れることによって、以下のような課題がある
ことが分かっている． 

 

【極めてダイナミックかつ極めて広範囲な
ビジネス支援】インターネット上の不特定多
数の顧客やビジネスパートナーとの広告、マ
ーケティング、およびセールスは、極めてダ
イナミックかつ、極めて広範囲に対して行う
必要がある．例えば、インターネット上の広
告システムでは、広告主と広告を表示するウ
ェブページの所有者の大規模かつ超高速な
マッチングメカニズムが必要になる．このよ
うなダイナミックかつ広範囲なビジネス活
動を効果的に支援するメカニズムの理論的
設計およびシステムの構築が不可欠である． 

 

【詐欺や談合の発見と防止】近年、インター
ネット上ではフィッシングなどによる詐欺
が横行している．また、インターネット上の
オークション特有の問題として、不特定多数
の参加者が存在するために、商品（財）の質
が明確に分からないという点がある．財の質
が分からない参加者が高値で買ってしまう
というような事を防止する必要がある．さら
に、虚偽の電子メールによる匿名入札や、イ
ンターネットオークションでのさくら入札
など、極めて多くのインターネット特有の詐
欺や談合が報告されており、これらを防止す
るためのメカニズムの理論的設計と支援シ
ステムの構築が不可欠である． 

 

【計算論的メカニズムデザインに基づく全
く新しいビジネスプロセスの開拓】ミクロ経
済学やゲーム理論の分野では、３０〜４０年
前から社会的に望ましい性質を持つ社会制
度を設計するというメカニズムデザインと
いう分野がある．ここでは、数学的モデルの
緻密な構築によって、極めてエレガントな社
会制度が実現されている．しかし、５〜１０
年前までは計算機の性能の問題からこれら
の経済モデルを高速かつ正確に再現できる
プログラムはなかった．近年、これらの経済
モデルを厳密に再現できる計算パワーを持
つ計算機が、比較的安価になっており、厳密
な経済理論を計算機によって実現すること
が可能になってきた．これは計算論的メカニ
ズムデザインと呼ばれる．以上から、今まで
にはなかったが、経済理論としてはすでに存
在していたビジネスの方法をインターネッ
ト上で実現することにより、e ビジネスをよ

り効果的に促進できる仕組みを実現できる． 

 

２．研究の目的 

 以上の３つの課題に対して、本研究では、
ゲーム理論をツールとして用いることによ
って、各課題に関して e-ビジネス支援モデル
を理論的に設計し、具体的に実機上にシステ
ムとして実装する．本システムではソフトウ
ェアエージェントによって、ユーザの WWW

上でのインタラクションを効果的に支援す
る．さらに有効性を実証実験によって明らか
にする．具体的には以下の３つを研究目的と
する． 

 

【研究目的１】Web 上のインタラクティブな
e ビジネス支援システムの実装 

 各課題に着目した e ビジネスメカニズムに
実機上に実装し、その有用性を確かめる．特
に既存のオークションサイトでは Web ブラ
ウザからの入力が非常に複雑である．そこで、
本研究では、動的な Web ページ構築技術を
用いて e ビジネス支援システムを実現する． 

 

【研究目的２】ゲーム理論に基づく詐欺や談
合を防止するための e ビジネスモデルの理論
設計 

 詐欺や談合を防止するための e ビジネスモ
デルを設計する．まずオークションメカニズ
ムに注目しゲーム理論を用いて、理論的に望
ましいオークションメカニズムを設計する．
E ビジネスにおいて今後ますます増加するソ
フトウェアなど情報財のオークションメカ
ニズムを設計する． 

 

【研究目的３】e ビジネスメカニズムとシス
テムの有効性の実験 

 理論的に望ましいメカニズムを実装した
システムを使って、その有効性を確かめるた
めに、インターネット上での実証実験を行う．
ここでは、理論的に設計したオークションメ
カニズムの実現可能性、および実装システム
の頑健性やユーザビリティを検証する． 

 

 

 

 

３．研究の方法 

◎平成１８年度◎ 
平成１８年度は、研究目的１と研究目的２を
中心に研究を遂行する．これらの成果を１９
年度以降に統合し、研究目的３の実証実験を
遂行する．以下平成１８年度の計画の詳細を
示す． 
 
【研究目的１】Web 上のインタラクティブな
e ビジネス支援システムの実装 
研究目的１では、主にシステムの実機への実



 

 

装を行う．フェーズを３つにわけて試作をお
こなっていった．また，試作をしながら，サ
ブテーマが生まれたので，それぞれ検討し，
試作を行った． 
 
【研究目的２】ゲーム理論に基づく詐欺や談
合を防止するための eビジネスモデルの理論
設計． 
研究目的２は、eビジネスメカニズムとして
オークションを取り上げ、ゲーム理論に基づ
く理論的設計を行う．以下の２つのサブテー
マを設定する．《サブテーマ１》談合に頑健
なオークションプロトコルの設計 
インターネット上のオークションで、最大の
問題となる談合に頑健なオークションプロ
トコルの設計を行う．《サブテーマ２》財の
質に注目したオークションプロトコルの設
計ソフトウェアや音楽ファイルなど、財その
ものよりもその質に価値が認められる財が
増えている．そこで、財の質に注目したオー
クションプロトコルを設計した． 
 
◎平成１９年度◎ 
 本年度は、平成１７年度に【研究目的１】
で理論的に設計したオークションプロトコ
ル、及び、【研究目的２】で開発したエージ
ェントインフラストラクチャとユーザイン
ターフェースを統合して、【研究目的３】の
実証実験のための実験システムを構築した．  
 
◎平成２０年度◎ 
 本年度は、平成１９年度に開発した実験シ
ステムの洗練化と、実験システムによる予備
実験を行うことに重点をおいた．また理論的
研究も同時に進めた． 
 
◎平成２１年度◎ 
 本年度は最終年度であるため、前半（４月
から９月）に【研究目的３】の実験を中心に
行い、後半（１０月から３月）には、各関連
学会や国際会議での論文出版と発表を、より
積極的に行った． 
 
４．研究成果 
下記に研究成果を項目別に述べる． 
【計算論的メカニズムデザイン理論】 
計算論的メカニズムデザイン理論では，まず
価値が相互に依存する場合のオークション
メカニズムを世界で初めて具体的に示し，国
際会議 AAMAS2006にて最優秀論文賞を受賞し
た． 
（価値が相互に依存する場合のオークショ
ンメカニズム）本オークションでは，
Dasgupta and Maskin （ 不 確 定 入 札
（Contingent Bids））モデルを採用する．不
確定入札モデルでは，「もしプレイヤ１が財 A
に対して x円入札するなら，私は y円入札す

る」というような入札形式を用いる．本論文
の貢献は，第１に，相互依存価値を前提とし
た，単一財の取引において線形の相互に依存
する評価関数モデルを提案する点である．第
２に，線形の相互依存価値モデルが単一財第
二価格オークションにおいて経済的に効率
的（Efficient）なオークションが存在する
ような条件を示す点である．本オークション
は勝者と支払額を不確定入札によって定義
される評価関数の写像の不動点を用いて計
算 す る こ と に よ っ て ， 真 実 申 告 最 良
（Truthful）で効率的となる．第３の貢献は，
上記の提案オークションよりも，収益を改善
できる単一財オークションを探索によって
発見する手法を提案する点である． 
 
また複雑な効用空間を仮定した場合の自動
交渉メカニズムは，研究エリアとしての広が
りを見せている． 
（電子商取引のための複雑な交渉メカニズ
ム）複数の論点を含む交渉問題を扱う研究領
域として，多論点交渉問題が有望視されてい
る．既存の研究では，論点の独立性が仮定さ
れていたため，エージェントは，線形の効用
関数から得られる各論点に関する効用の総
和を取ることで，解を得る事ができた．実世
界の問題においては，複数の論点が相互依存
関係にあり，複雑な非線形の効用関数をとる
場合が多く，既存手法の適用には限界がある．
本論文では，より一般性の高い，非線形の効
用関数を仮定した交渉問題に対して有用な，
新たな交渉プロトコルを提案する．具体的に
は，エージェントによる，効用空間のサンプ
リングに基づく提案の生成手法，およびオー
クションメカニズムに基づく，社会的効用の
最大化のための合意形成手法を提案する．実
験的評価により，非線形の効用空間において，
提案プロトコルが既存手法を凌ぐ性能を持
つ事を示す．また，提案プロトコルを，誘因
両立な性質を持つプロトコルとして理論的
に拡張可能である事を示す． 
 
【WWW を用いた実装システム】 
WWW を用いて電子商取引や電子ビジネスを加
速させるためのシステムとして，以下のよう
なシステムを実装した．これらのシステムで
は，計算論的メカニズムデザイン理論からの
知見と理論が多く取り入れられている． 
 
（目的指向推薦システム）目的指向衣服推薦
システムは,ユーザから入力される言葉の印
象値を抽 出し,商品の持つ印象値とマッチ
ングさせることで推薦する.印象値とは, 
「カジュアル/フォーマル」,「シンプル/華
やか」などのパラメータに与えら れた値で,
言葉や商品にはそれぞれ複数のパラメータ
に印象値が割り振られて いる.データベー



 

 

ス拡張のため,研究プロジェクト内では,言
葉の印象値を定 義する辞書(印象辞書)を,
大規模な文章郡を解析することで作成され
た.ま た,商品レビュー内の言葉を抽出し,
印象辞書を用いて商品に印象値を割り振 り,
独自の商品データベースが作られた.作成し
た商品データベースと入力をマッチングさ
せユーザへの商品推薦が実現された. 
 
（信頼評価システム）インターネットにおけ
る商取引が盛んに行われている.特にインタ
ーネットオークション は電子商取引の中で
も,大きな市場の一つである.現在,オークシ
ョンにおけるユーザの信頼性を計る指標に
は, ユーザの互いの評価を累計する評価シ
ステムが広く用いられている.しかし,この
評価指標には恣意的に値を操作できたり,取
引の情報を反映しきれていないという問題
点がある.そこで,本論文ではインターネッ
トオーク ションにおけるユーザの評価を解
析し,より取引の情報を反映させた評価指標
を提案する.評価指標の提案にあ たっては,
第一に,ユーザの評価が何に起因しているか
を解析するために,実際のインターネットオ
ークション サイトから情報を収集を行った.
第二に,ユーザの個々の評価を反映させるた
めに,インターネットオークショ ンの取引
関係を使い,評価を伝播させることでユーザ
に得点を与えた.その結果,オークションに
おける出品者, 落札者の立場の違いで評価
の基準が異なることが分かった.また本論文
での提案手法で特定の要素における評価に
おいて優良なユーザを発見出来た. 
 
（分散タスク割当システム）フランチャイズ
チェーンにおいて，フランチャイズ店舗間で
のタスクの配分や割当は，電話やメールで行
われるのが一般的である．本研究では，オー
クションメカニズムを用いたフランチャイ
ズチェーンにおける分散タスク割当システ
ムを，WWW を用いて構築した．本システムで
は，WWW のウェブページをもちいてユーザが
タスクをほかのユーザにアナウンスし，その
タスクをできる技術を持つユーザがタスク
を請け負う．この際の取引の過程において，
効率の良いマッチングを行ったり過去の経
歴を参照できる実システムを実装した． 
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